
 

災害地理調査（平成 22 年梅雨前線による大雨に関する対応） 
 

 

実施期間     平成 22 年度 

地理調査部企画課 坂井  尚登 

 

１．はじめに 

平成 22 年６月末から７月初めにかけて，停滞した梅雨前線により，西日本から中部日本にかけての

広い範囲で豪雨となり，各地で災害が発生した.  

地理調査部ではこれらの災害のうち，山口県山陽小野田市・広島県庄原市で発生した災害に対する

災害発生状況調査を測図部と共同して「くにかぜⅢ」により空中から実施した.調査は,平成 22 年９月

13日から 17日にかけて行い,地理調査部はハイビジョンカメラを用いて被災地のビデオ画像及び静止

画像の撮影を担当した.  

また、鹿児島県南大隅町で発生した災害に対する現地調査を平成 22 年９月 13 日から 17 日にかけて

行った.以下、山口県山陽小野田市・広島県庄原市及び南大隅町で発生した災害と現地調査の概略につ

いて述べる. 

 

２．山陽小野田市・庄原市の被災状況 

平成 22 年７月 12 日から 16 日にかけて，梅雨前線の活発な活動により山口県や広島県を中心に河川

氾濫や土砂災害が頻発した.広島県庄原市付近には，16 日午後から南方より湿った暖かい空気が流れ

込み，16 時 40 分から 17 時 40 分までの１時間で降水量が 64mm に達する記録的なゲリラ豪雨が襲った.

これにより，庄原市川北町から川西町（写真－１）にかけての地域で斜面崩壊（表層崩壊），土石流，

河川氾濫が集中的に発生し，死者１名，全壊家屋７棟の被害が発生した.また，山陽小野田市の厚狭地

区は，15 日に市街地を貫流する厚狭川が短時間かつ急速に越流氾濫して市街地のほとんどが冠水し，

多くの住居が浸水被害を被った. 

 

３．地理調査部におけるビデオ画像及び静止画像の利活用 

 地理調査部では,測図部作成のオルソ画像上で,表層崩壊及び土石流、土砂流の流出範囲を描画した.

その際,ビデオ画像及び静止画像を参考にした.描画した土石流流下範囲などの災害状況は,編集後,災

害状況集約マップに落とした.このマップは,DEM から作成した「JR 厚狭駅周辺のデジタル標高地形図」

と共に国土地理院ホームページ上にアップし広く一般に提供した. 

 

４．災害時ビデオ撮影の問題点 

 災害時の固定翼機による空中からのビデオ撮影には, 

 ①機体が高速である 

 ②機体側面の狭い写真撮影窓によりカメラの視界が限定されている 

 ③豪雨災害直後の不安定な気象状況により機体が揺れ，手ブレ等により撮影に困難が生じる 

 ④雲量が多く，自分の位置を失いがちで，どこを撮影したのか分からなくなる 

 ⑤雲量が多く，被災ポイント及び被災地全体をクリアに撮影できない 

などの問題点がある.①,④,⑤に関してはどうしようもないが,②は機体下方の撮影窓の設置,③は

機体にビデオカメラの固定装置を設置することで,一定程度改善できるものと考えられる.固定装置は,
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撮影窓の数だけ設置することが望ましい.なお、せっかくのハイビジョンカメラであるが,現状ではハ

イビジョン画像を視聴,編集するための機器やソフトを保有していないため,データ量を落として画像

データ化している.今後,ハイビジョン映像視聴可能機器や編集ソフトの整備が必要である. 

 

 

５．鹿児島県南大隅町の被災状況 

鹿児島県南大隅町大浜地区において，集落東方の急崖で７月４日の夜中過ぎに崩壊が発生した．船

石川及び大浜川の源頭部に土石が崩落すると共に，船石川では７月４日から８日にかけて７波にわた

る土石流が流下した.当該地区では，平成 19 年７月 14 日にも土石流が発生しており，今回の発災時ま

でに３基の砂防堰堤が施工済みであった.この土石流は，砂防堰堤より下流側では土砂流になって海岸

まで到達し，床上浸水２戸の被害を出したが，堰堤群により岩塊のほとんどがトラップされたこと，

及び前回災害の記憶が新しかった住民の適切な避難によって人的被害は無かった. 

 

６．地形・地質・災害現象からの考察 

集落東方の急崖（写真－２）は,約 11 万年前に噴出した阿多火砕流堆積物からなり，上位から溶結

部，非溶結部という層順である．地表に近い溶結部は柱状節理の発達した溶結凝灰岩からなり，ほぼ

垂直の壁をなしている.降雨はこの節理に沿って浸透して，不透水層である非溶結部（凝灰岩）との境

界付近から湧水となって噴出している.今回の豪雨で大量の湧水（崩壊直後の流量 1,300t/日，平常時

は 200～400t/日，鹿児島県調査）が生じ，比較的柔らかい非溶結部を洗掘して，基部が不安定となっ

た溶結部がトップリング崩壊した.この湧水は,船石川に大量に流下し,大浜川にはほとんど流下しな

かったため,土石流は船石川にのみ発生した.平成 19 年の土石流も同様のメカニズムで発生したが, 

今回の災害より湧水量が小さかったため,崩壊は非溶結部表層にとどまり溶結部にまで及ばなかった. 

 

写真-２ 南大隅町大浜集落東方の急崖 

平成 22 年崩落崖全景（平成 22 年 9 月 16

日撮影）.最上位に阿多火砕流堆積物の溶

結部が,その下位に非溶結部がある.溶結

部は重くて硬い溶結凝灰岩,非溶結部は軽

くて柔らかい凝灰岩から構成されており,

軽くて柔らかい物の上に重くて硬いもの

が載っているという,非常に不安定な地質

構造である.この写真では見えないが,大

浜川の谷にも溶結凝灰岩が崩落している. 

←阿多火砕流溶結部 

←阿多火砕流非溶結部

←湧水による洗掘部 

崩落した 

溶結凝灰岩 

大浜川

↓ 

船石川

←基盤堆積岩との境界 

←平成 19 年崩壊の一部 

写真―１ 庄原市川西町上川西の被災状況 

くにかぜⅢより撮影した静止画像（斜め写真）.

上流の先大戸地区から流下してきた土石流（土

砂流）堆積物が西城川の谷底平野に薄く広がっ

た状況である.くにかぜⅢは,時速 150 ノット（約

277.8km）ほどの対地速度で撮影を行うため,手

持ちのビデオカメラによる撮影は困難を極め

た. 
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地球地図ウェブマッピングサービスの試験構築について 
 

 

実施期間        平成 22 年度 

地理調査部環境地理課 須賀 正樹  中村 孝之 

高橋 英尚  飯村  威 

 高木 美穂  小島 脩平 

 

１．はじめに 

地球地図プロジェクトは，地球温暖化等地球規模の課題に適切に対処するための基盤的な地

理 空 間 情 報 で あ る 地 球 地 図 を ， 世 界 各 国 ・ 地 域 の 国 家 地 図 作 成 機 関 （ National Mapping 

Organization:以下，「NMO」という．）が協働して整備するものである．国土地理院は，日本の

NMO としてだけではなく，地球地図国際運営委員会（International Steering Committee for 

Global Mapping:ISCGM）事務局としてプロジェクトの中心的役割を果たしている．現在，世界

180 の国と地域が同プロジェクトに参加し，2012 年までに各国の NMO の協力により地球地図第

２版（以下，「第２版」という．）が作成される予定である． 

地球地図をより一般に広く普及させるためには，簡単にデータを閲覧できるシステムの構築

が必要とされており，ISCGM 第 17 会合（平成 22 年 10 月，シンガポール）の決議において ISCGM

事務局が中心となって実証実験を進めるとされた．そこで今回，同決議に基づき，指定した URL

にアクセスするだけで地球地図データが閲覧できるウェブマッピングサービスの試験構築を

行った． 

 

２．実施内容 

Open Geospatial Consortium（OGC）が定めるウェブマッピングサービスのプロトコルの標

準としてウェブマップサービス（Web Map Service: WMS）とウェブフィーチャーサービス（Web 

Feature Service: WFS）の二種類がある．WMS はベクトルデータを画像データに変換してから

配信するプロトコルである一方，WFS はベクトルデータを GML 形式に変換して配信するプロト

コルである．今回 WMS 及び WFS の両方のプロトコルにおいて，バングラデシュ他数カ国の地球

地図データを用いて試行を行った． 

環境地理課が保有する２台の PC をサーバ・クライアントとして用い，国土地理院のイント

ラネットを通して GIS データを閲覧する試行を行った．サーバ PC ではフリーソフトである

MapServer をインストールし地球地図のシェープファイルを格納した後，設定ファイルである

マップファイルを作成した．マップファイルとは描画範囲，描画する地物，描画する色などを

設定するテキストファイルである．クライアント PC では WMS の読み込みに対応している Google 

Earth，Quantum GIS（以下，「QGIS」という．），ArcExplorer などのフリーソフトをインストー

ルした上で国土地理院のイントラネットを通してサーバ上のマップファイルを読み出すよう

設定を行った．WFS は QGIS などのソフトが対応しており，同様に設定を行った．例として QGIS

上での WMS 及び WFS の設定画面を図－１及び図－２に示す． 

 

 

D-3



     

図－１ QGIS での WMS 設定画面   図－２ QGIS での WFS 設定画面 

（サーバ上のマップファイルを指定し，読み込んだ地物のうち描画する地物を設定する） 

 

３．得られた成果 

WMS 及び WFS のテストサイトの構築を行ったところ，フリーの GIS ソフトから地球地図デー

タを簡単に閲覧することができた．例として QGIS で WMS 及び WFS を用いて地球地図バングラ

デシュを読み込んだ結果を図－３及び図－４に示す． 

      

  図－３ QGIS 上で WMS によりデータを    図－４ QGIS 上で WFS によりデータを 

    読み込んだ結果               読み込んだ結果 

 

４．結論 

現状では，地球地図データを閲覧するまでにデータをダウンロード・解凍し，GIS ソフトで

読み込むという手間があり一般の人々には困難であったが，ウェブマッピングサービスにより

簡単に地球地図データを閲覧できることが示された．今回国土地理院のイントラネット上にテ

ストサイトの試験構築を行ったが，今後関心のある各国の NMO と共同でインターネット上にテ

ストサイトの試験構築を行い，分散環境でのアクセス可能性などの確認を行うとともに，途上

国の NMO への技術移転を行う． 
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地球地図品質基準案の作成及び品質管理ツールの開発について 

 

 

実施期間        平成 22 年度 

地理調査部環境地理課 飯村  威  中村 孝之 

高橋 英尚  岸本 紀子 

 高木 美穂  小島 脩平 

須賀 正樹  吉川 正幸 

 地理調査部社会地理課 谷田部好徳        

   

１．はじめに 

地球地図プロジェクトは，地球温暖化等地球規模の課題に適切に対処するための基盤的な地

理 空 間 情 報 で あ る 地 球 地 図 を ， 世 界 各 国 ・ 地 域 の 国 家 地 図 作 成 機 関 （ National Mapping 

Organization: 以下，「NMO」という．）が協働して整備するものである．現在，世界 180 の国

と地域が同プロジェクトに参加し，2012 年までに各国の NMO の協力により地球地図第２版を作

成する予定である． 

国土地理院は，日本の NMO としてだけではなく，地球地図国際運営委員会（International 

Steering Committee for Global Mapping: ISCGM）事務局として，地球地図仕様第２版（以下，

「仕様第 2 版」という．）の原案作成，地球地図データ作成・更新マニュアル（第二版）作成

（以下，「マニュアル」という．），メタデータエディタソフトウエア作成，仕様第２版及びマ

ニュアル並びにメタデータエディタ操作説明書の英語・フランス語・スペイン語版の作成、デ

ータ整備に関する技術支援を行うなど，地球地図第２版の整備促進の中心的役割を果たしてき

た． 

 

２．実施内容 

仕様第２版に基づき作成された各国の地球地図データの内容，品質等の整合性を図り，効率

的にデータ点検を実施するため，地球地図品質基準案及び品質管理ツール（Global Map Data 

Check Software：以下，「GMDC」という．）の開発を行った. 

統一基準に基づき地球地図の品質を確保するために，海外４カ国（ガボン，コートジボアー

ル，セントヘレナ島，ザンビア）の NMO が作成中の地球地図ベクトルデータ及びラスターデー

タについて，仕様第２版との整合性やデータトポロジーに関する検証を行い，検証結果をまと

め，地球地図品質基準案を作成し，品質管理ツール開発に反映させた． 

地球地図データの作成・更新・検証を誰もが容易に行うためには，GIS ソフトは必要である

がこれらのソフトは高価であるため，各国 NMO は十分な数の GIS ソフトを保有できていない．

そこで，誰もが容易に地球地図データ検証を行えるよう，無償で地球地図に特化した GIS ソフ

トを開発する必要があった．そのため，国際標準である ISO19136（GML3.2.1）に準拠した地球

地図応用スキーマに基づいた GML File や Shape File 等を読み込むことができ，地球地図仕様

のデータ形式・属性・ファイル名・地物のトポロジー・地物間の整合・取得基準等への適合性

等の検証，エラー箇所の検出・表示・保存ができる GMDC を開発した． 

 

３．得られた成果 
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①  地球地図品質基準案 

 項目に漏れが生じないよう全ての地物を列挙し，比較する地物と検査事項の詳細

（36 項目）を記述した地球地図品質基準案を作成した．また，海外４カ国の検証

結果を基に実例 26 サンプルを取り上げ，誰が見ても解る内容とした． 

 地球地図品質基準案の抜粋を以下に示す． 

Airport
(空港)

Railroad
Station

(鉄道駅)

Port
(港)

Railroad
(鉄道)

Road
(道路)

Trails and
Tracks Line

(小径)

Ferry route
(フェリー
ルート)

Political
Boundary
(行政界
（点）)

Coast Line
(海岸線)

Political
Boundary

Line
(行政界
（線）)

Political
Bounadry

Area
(行政界
（面）)

点 点 点 線 線 線 線 点 線 線 面

国の位置
Vmapと重ね合わせてみて
国の位置が正しいかどう
か。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

測地系等

ファイル内の座標値、及
び、投影の定義を確認し、
測地系、座標系が仕様に即
しているか。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

検査事項 検査事項（詳細）

ベクトル形式
Transportation Boundaries

 

②  品質管理ツール 

 特徴的な機能 

 基本的な GIS 機能（編集機能を除く）､GML File や Shape File の読み込み 

 地球地図のデータ及びエラー箇所 Shape File での保存・エラーリストの CSV 

File での保存，エラーリストから瞬時にエラー箇所の表示 

 GML File の XML 妥当性検査・空港や鉄道駅や港等の地物ごとの基本検査・各地

物間の検査 

 画像データ（Geotiff 等）や VMAP（Vector Map：National Imagery and Mapping 

Agency (NIMA)作成）データの重ね合わせ 

   

地球地図日本を読み込んだ GMDC        瞬時にエラー理由及びエラー箇所の表示 

 

４．結論 

地球地図品質基準案（英語版）は完成し NMO に配布済みである．また品質管理ツールの開発

も完了し，近々NMO に配布する予定である.今後は，GMDC を使用した海外数カ国 のデータ検証，

その検証結果を基に GMDC の改良（GML フォーマット出力や地球地図データ編集等の機能追加）を行

う予定である．国土地理院は ISCGM 事務局として，地球地図第２版整備の着実な実施，データ

の品質向上及び整合性確保のため，引き続き途上国に対する技術支援等を進めながら地球地図

の普及促進を図っていく．また，今後も国内外の関係機関と連携し，データ利活用を促進する

とともに，地球温暖化等地球規模の課題の解決に貢献していく． 
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MODIS データの受信・取得、処理・解析に関する共同研究 

 

 

 実施期間       平成 14 年度～平成 22 年度 

 地理調査部環境地理課 中村 孝之  内川 講二 

  小西 博美 

 地理調査部社会地理課 谷田部 好徳   

 

１．はじめに 

 環境地理課では，東海大学と「MODIS データの受信・取得、処理・解析に関する共同研究」を締結

し，平成 16 年４月以降の Terra/MODIS データ（空間分解能 250m）から正規化植生指標（Normalized 

Difference Vegetation Index : NDVI）データを作成して，インターネットによる提供を行っている．

NDVI は，その地点における植物の活性度を表しており，さらにその値から土地の被覆状況を推定でき

るということから，NDVI データを用いた土地被覆データ作成の調査・研究を行ってきた．平成 22 年

度は，NDVI データ作成・提供に加え，MODIS による NDVI を用いて平成 22 年夏季の記録的猛暑の植生

への影響抽出を試みるとともに，土地被覆データ作成のためのグラウンドトゥルース（GT）データの

補完作業を行った． 

 

２． 研究内容 

２．１ 平成 22 年８月猛暑の植生への影響抽出 

 平成 22 年夏季，特に８月は，日本全国にわたって記録的猛暑に見舞われ，一部地域では農作物に影

響があった．この猛暑による植物への影響が NDVI データから読み取ることができるかどうかを検証す

るために，過去の MODIS による NDVI データと比較した． 

 

２.２ GT データの補完 

 GT データは，土地被覆分類を行う際の教師データとして使用するほか，検証用データとしても使用

することができる重要なデータである．これまで整備を進めていた GT データについて，他より分類精

度の劣る項目と，GT 配置密度の薄い地域を重点に，現地の状況確認を行い，GT データの補完を行った． 

 

３. 得られた成果 

３．１ 平成 22 年８月猛暑の植生への影響 

 例年８月の日本全国の NDVI 値は，100～185 程度である．猛暑による植物活力の低下を予想して，

平成 22 年８月の NDVI 値が平成 21 年８月及び過去６年間（平成 16～21 年）の８月平均の NDVI 値と比

較して 15 以上減少した場所に着目すると，データ値に 15 以上の減少が集中して見られたのは，北ア

ルプス東縁（東斜面），妙高山，日光連山等であり(図－１)，いずれも森林限界等の植生相に乏しいエ

リアであった．ただし，近隣の森林限界地等の高山地域の全てにおいて同じ結果が得られたわけでは

なく（例：北アルプス西縁の山々），さらに平成 22 年８月の NDVI 値が 15 以上増加している箇所も存

在しており，植物活力の変化には異常高温以外の要素，例えば地域的な降水量の違いが関与している

可能性がある．また，報道等では，夏季の猛暑による農作物の被害がしきりに報告されていたが，NDVI

値の変化からは農耕地での広域な NDVI 減少箇所を特定することはできなかった． 
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図－１ 平成 22 年８月と平成 21 年８月 NDVI 値の差分 

 

３.２ GT データの補完 

 平成 22 年度は，北海道（釧路～女満別），千葉，茨城，群馬，栃木，沖縄の各地区において，主に

畑・草地の GT データ（緯度・経度・周囲の状況・現地写真等）を取得した（図―２,図－３）． 

 畑は広域単一相としての GT データ取得が難しく，また同じ時期でも地域によって土地被覆状況（栽

培種・収穫時期等）が大きく異なるため，土地被覆作成のための教師データとしては，地域特性を考

慮したより細かな GT データの取得が必要である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ GT データ現地状況(北海道地区)    図－３ GT データ現地状況(千葉地区) 

 

４. 結論 

NDVI データを用いた猛暑の影響検出については，NDVI 値の変化量に閾値を設定（今回は 15 とした）

することで植物活性度の低下した地域を抽出することができたが，抽出結果の更なる検証，NDVI 値の

閾値の有効性及び気温・降水量等との関連性についての検討は今後の課題となっている． 

 また，GT データについては，リモートセンシング技術による土地被覆分類データ作成のための教師

データ・検証データとして，今後も GT データの維持・管理及び新規取得を進めていく計画である． 

 

千葉地区 (畑)  
2010 年 11 月撮影 

北海道地区 (畑)  
2010 年 11 月撮影 
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航空レーザ測量による活断層調査の高度化に関する研究開発 
 

 

実施期間       平成 21 年度～平成 25 年度 

地理調査部防災地理課 岩橋 純子  大塚  力 

星野  実  佐藤  忠 

 

１．はじめに 

国土地理院のウェブサイトで，基盤地図情報の整備・公開が進んでいる．基盤地図情報の一部とし

て，航空レーザ測量による 5mDEM の無償公開が，一部の地域について行われており，今後もデータの

公開が進む予定である．地理院では，平成 18 年度，航空レーザ測量による高精度・高密度な標高デ

ータの活用状況について，自治体・防災・河川・都市計画及び教育等の各分野の専門家へのヒアリン

グ調査が行われている（門脇, 2007）．その結果，活用を期待される分野には，ハザードマップ作成

(24％)・微地形判読（地形解析）(12％)・活断層調査(４％)など，活断層調査の事業にも関連のある

分野が挙げられた． 

航空レーザ測量の DEM については，画像処理図を用いた変動地形の観察（例えば千葉ほか，2007）

をはじめとして，断面図を用いた撓曲の調査（丸山ほか，2009），パターンマッチングによる変位量調

査（向山・江川，2009）等に用いられている．防災地理課の事業に於いても，本研究の一環として，

詳細活断層図作成検討委員会（中田高委員長）のもとで，航空レーザ測量のデータを利用して 2008

年の岩手・宮城内陸地震に関する地表変形の調査が行われた（国土地理院，2009）．本年度は，DEM の

色付け，段彩，陰影等の表現手法について検討した． 

 

２．研究内容 

詳細活断層図作成範囲の航空レーザ測量による基盤地図情報 5mDEM の他，平成 22 年度調査の長井盆

地西縁断層帯について，2/3 程度をカバーする航空レーザ測量 5mDEM を用いて，余色立体図と陰影段

彩図を作成した．余色立体図は，陰影を数倍に強調した陰影図を元に，ERDAS IMAGINE の anaglyph の

機能にて作成した．陰影段彩図は，ArcGIS Spatial Analyst の標準機能をそのまま使い，傾斜と標高

段彩のオーバーレイ表示で作成した．事前に予想した事は下記の通りである．①研究ベースで用いら

れている航空レーザ DEM は，0.5cm～2m が普通であり，地形観察に使うには，5m では粗すぎないか？ 

②山地では威力を発揮するだろう．標高差の小さい平地では，この解像度では不明．③画像処理によ

り凹凸を強調して観察できるだろう．④段彩陰影図の方が地形を観察しやすいだろう． 

 

３．得られた成果 

 事前の予想と比べて，結果は下記の通りであった． 

①解像度５m は 2.5 万分１で画像を作成すると 127dpi となる．目視観察でも，２万のモノクロ写真程

度の判読性能であった（同様の意見は活断層等の変動地形の専門家で構成されている全国活断層帯

情報整備検討委員会の委員からも出された）．つまり，5mDEM でも中縮尺の地形判読には充分使えた．

ただし，画像処理の結果，段丘の縁がシャープに見えないため小さい段丘が斜面に見えてしまうと

いう短所はあった．水田の畦や道路の盛り土などの段差は，逆に，画像処理によって強調されて，

５m という解像度からの想像以上によく見える印象だった．なお，最大の利点は，空中写真と違っ

てシームレスに広範囲を観察できる事だった．パソコン画面上で画像をスクロールしながら観察で
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きるので，河川の流域など，連続してデータがある範囲全体を一度に観察する事が可能である． 

②余色立体図や陰影段彩図は．山地の地すべり地形や二重山稜の判読に非常に役立つことが分かった．

ただし，空中写真との比較で言えば，平地の住宅密集地でむしろ相対的な威力を発揮した．建築物

を省いた形で広範囲に地形を鳥瞰できることは，大きな利点であった． 

③強調できるが，余色立体図では，平地と山地双方に適合したパラメータを見出すのは難しい． 

④写真判読の経験者には，余色立体図が好評だった．都市圏活断層図の委員会に余色立体図を提供し

たが，クロスチェックの際，委員の先生方が余色立体図で図葉のデータ全体を見ながら議論し，細

部を空中写真で確認する姿が見られた．また地形分類の点検にも余色立体図を利用し，作業の効率

化に役立った． 

４．結論 

航空レーザ測量による 5mDEM は，変動地形の 2.5 万分１での判読に有用であると共に，図葉全体を

鳥瞰するような地形の概要把握に優れており,地形判読の実用に耐えることが分かった． 
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図－１ 航空レーザ 5mDEMか

ら作成した余色立体図（山

形県朝日町の一部）．陰影

図から、高さを５倍に強調

して作成したもの。この地

域に活断層があることが

知られている（玉ノ井の注

記東西の崖など）． 

D-10




